
ケント州立大学　レポート

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A203046 西村椋平　生物資源科学部

①thanksgiving

11月の中旬に、5日間ほどの連休があります。それをthanksgivingといい、実家に帰ったり、旅行に行ったりし
ます。私は友達と一緒にカナダに行く予定でしたが、お金の問題があり、行くことを断念しました。アメリカに
住んでいると日本のものがどれほど安いかを嫌というほど思い知らされます。友だちの話では、3日間のカナ
ダでの食費だけで、200ドルを超えたと言ってました。また、ホテル代も2泊で100ドルほどだったらしいので、
日本のような感覚では旅行はできないことを知りました。

②期末試験

12月の2週目から始まった期末試験は、なかなか大変でした。受験期を思い出すくらい頑張りました。

私の場合、対面とオンラインのテストが一つづつ、オンライン課題が一つ、そしてグループプロジェクトがあり
ました。中でも一番時間がかかったのがオンライン課題で、12ページほどの資料を作成する必要がありまし
た。3000ワードを超える量の英文を書く必要があり、TOEFLでもその1/10程度しか書いたことがなかったの
で、書いても書いても終わらない、地獄のような感覚でした。書き終わった後の添削で、ネイティブの友達に
添削してもらうと、小学3年生が書く英語見たいと言われ少し凹みましたが、たくさんの修正ポイントを教えてく
れました。

テスト期間は学校全体が勉強モードになっていました。図書館も深夜の2時まで利用することができ、多くの
人が遅くまで勉強していました。また、勉強での疲れを癒してくれるようなイベントもあり、とても良い雰囲気の
環境で勉強することができました。その結果、無事単位を取ることができたので、良い形で冬休みを迎えるこ
とができました。

③冬休み

冬休みは大学の寮が閉まるので、友達のアパートに泊まらせてもらうことになりました。勉強から解放
されたので、パーティーをしたり友達と遊びに行ったりと、毎日くつろぎながら楽しんでいます。

④4ヶ月が経ちました

留学してから4ヶ月が経ましたが、とても濃い毎日を過ごすことができています。そして、実際に住んで
みないと分からない事がたくさんあるなとも感じます。日本から出てみて、初めて感じることや、自分の
常識が変わったことがいくつもあり、とても濃い時間を過ごすことができています。

4ヶ月滞在しているとはいえ、今も英語には苦労しています。英語の能力が上がったかと言われれば
分かりませんが、明らかに英語を話す事への抵抗がなくなりました。生活している中で、大切なのは英
語の能力ではなく伝えようとしている何か、だということを思い知ったので、躊躇いなく発言することが
できるようになりました。もうすぐで留学も折り返しになるので、これからもこの場所でしかできないことを
たくさん体験したいです。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑アイスアリーナでスケートをしました

↑ピッツバーグでの夜景！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑バドミントンクラブでの写真

↑クリスマスのテーブル　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑ハロウィンで仮装しました


